
 

まちづくり展シンポジウム 

復興まちづくりにむけて                   

日時：４月１６日（土）１３：３０～１７：３０ 

場所：建築会館ホール 

 
まちや集落のこれからは、そこで生きていく人々の意思による。しかし地震と津波により生活の

拠り所を失っている今、私たちは被災地域に添いつつどのような立場で何をすべきなのか、これま

での経験や研究にもとづき考えてみたい。そのとき、行方不明の方々の捜索、瓦礫の撤去とインフ

ラの復旧など目の前にある大量の緊急対応のなかで、まちや集落のこれからを考えていくときに、

地域を理解することと生活の安心が復興の基本にあることを確認しておきたい。 
 
 
＜プログラム＞                                     

 
１．報告  

前半ワークショップの報告                窪田亜矢（東京大学） 
 
２．テーマ・セッション 
   セッション１：復興まちづくりに向けて－協働のあり方 
     話題１「神戸にみる復興まちづくりの心構え」     小林郁雄（神戸山手大学） 

話題２「東北のまちづくりから考えること」      北原啓司（弘前大学） 
              モデレーター：小浦久子（大阪大学）・饗庭 伸（首都大学東京） 
 
   セッション２：復興まちづくりに向けて－地域の暮らしと文化の創造的再生 
     話題１「復興のよりどころとなる地域文化」      西村幸夫（東京大学） 
     話題２「地域での生活再建を考えるために」      中林一樹（明治大学） 
             モデレーター：野澤 康（工学院大学）森崎輝行（建築家） 
 
３．ランドテーブル・ディスカッション 

多様な専門家や支援への取り組みを始めておられる参加者の皆さんから発言いただき、復興まちづくりに関

わるテーマの広がりを共有し、後半のワークショップにつないでいく。 
              小林郁雄＋北原啓司＋西村幸夫＋中林一樹＋野澤康＋森崎輝行 
                                 司会進行：小浦久子 
 
４．メッセージ 
   日本建築学会長・佐藤滋 

 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
主 催 （社）日本建築学会 まちづくり支援建築会議 
定 員 150 名 
参加費 建築学会会員 1,000 円 会員外 1,500 円 学生 500 円 ★参加費が変更となりました★ 
申込み方法 参加希望者は，氏名・所属・連絡先を明記の上，下記に E-mail でお申し込みください。 
申込み・問合せ 日本建築学会 まちづくり支援建築会議事務局（一ノ瀬） e-mail：machi@aij.or.jp 
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